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現職名等 
ぼんぼり光環境計画(株) 代表取締役 

東京都市大学工学部客員教授 

アドバイスできること  

○照明環境    ○都市計画  

○建築景観    ○まちづくり  など 

経歴・活動実績・資格等  

 

（経歴） 

1964年東京で生まれる。 

日本大学理工学部建築学科卒業、同大学院建築学専攻、修士課程修了 

1989年 株式会社ＴＬヤマギワ研究所 

1990年 株式会社ライティングプランナーズアソシエーツ（LPA） 

1996年 ライトフィールドアーキテクツ 設立 

2000年 ぼんぼり光環境計画株式会社 設立 

2009年 博士（工学）取得、論文要旨 

2017年 東京都市大学工学部客員教授 

 

（活動実績）2021年現在 

千代田区、静岡市、世田谷区、八王子市などの景観、街づくりアドバイザー 

駅前再開発（甲府駅、富山駅、上州富岡駅など）、複合施設（あべのハルカス、

新宿東宝ビル、フクラスなど）、宿泊施設（志摩観光クラシック・ザ・クラブ、

シェラトン沖縄サンマリーナリゾートなど）、公共施設（かみす防災アリーナ、

気仙沼内湾施設など）、あかりのまちづくり（大洗まちあかり、池袋グリーン大

通り周辺改善、静岡市清水エリア夢あかり、釜石・気仙沼景観避難誘導計画、

おぶせ 2017あかり物語、東伊豆町（稲取、熱川）照明改善、大阪・光のまちづ

くりアクションプラン）などに参加する。 

 

（資格等） 

照明家,博士（工学）,一級建築士 

 



ホームページ・著書等  

（ホームページアドレス） 

https://bonbori.com 
 

（著書等） 

照明学会誌 2015「仮設建築群地域における避難誘導照明と屋外環境照明の整

備:－岩手県陸前高田市を対象として－ 」 

丸善出版 2014.03「コンパクト建築設計資料集成 都市再生」建築学会編 

影国社 2013.09「行為から解く照明デザイン」 

おおの・むらづくり 21 推進会議「大野村キャンパスビレッジ-大野村地域づく

りの軌跡と展望」 

私の景観への「思い」、「好きな景観」など 

私は、照明デザイン・照明計画を通じて、生活環境や都市空間をよりよいものに

するため、照明技術の向上や環境づくり等、幅広く活動しています。 

 

主な活動内容は以下のとおりです。 

 

【人間中心のデザイン設計】照明設計は常に使用者の体験や安全性を最重視して

います。具体的には、照明が人々の活動や心理状態に与える影響を深く理解し、

視覚的な快適さや機能性を兼ね備えた設計を特徴としていることです。特に公共

スペースや居住空間において、人々が安心して心地よく過ごせる環境を作り出す

ために、細部に至るまで注意を払っています。 

 

【地域性の尊重】自身の作品に、地元の文化や歴史をしっかりと反映させること

を重要視しています。照明デザインにおいて地域固有の要素を効果的に組み込

み、地域特有の素材や伝統的なデザイン要素を取り入れることで、プロジェクト

がその土地のアイデンティティをしっかりと感じさせるものとなるように心掛

けています。このようにして、デザインはただの照明以上のものとなり、地域に

根ざした文化的なメッセージを伝える役割を果たすことができます。 

 

【社会的な場所づくりへの貢献】公共施設や都市空間における照明デザインを通

じて、社会全体の快適さや安全性を向上させる活動をしています。例えば、夜間

の歩行者の安全確保を目的とした街灯設置や、観光地の美しい夜景を作り出すた

めの照明設計などが挙げられます。これにより、地域のコミュニティの活性化や

観光資源としての価値向上にも寄与しています。また、まちづくりのアプローチ

としてもあかりを有効に扱っています。東北被災地などでの、高台避難誘導を促

進する環境整備をはじめ、地域全体の特性を生かした夜間景観をつくりだしてい

ます。 

 



【持続可能性への取組み】環境への配慮は、デザイン哲学において重要な位置を

占めています。環境保護や省エネルギーを意識した設計を心掛け、持続可能な素

材や最新の技術を駆使することで、長期的に環境に優しい照明ソリューションを

提供することに注力しています。これによって、環境負荷を軽減しつつ、高品質

な照明を実現することができると考えています。 

 

【照明デザインの革新】照明デザインを単なる光の演出にとどまらず、環境や

人々の生活の質を向上させる重要な要素として捉え、デザインを構築していま

す。特に、建築物や公共施設における照明の使い方を提案し、空間の美しさだけ

でなく、機能性や安全性を向上させるデザインを手掛けています。 

 

【教育と啓蒙活動】照明デザインの専門的な知識を活かし、教育者としても

活動しています。照明技術やデザインの重要性を広めるために、セミナーや講

演、ワークショップを通じて若い世代にその重要性を伝えています。 

 


